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　今年、合併10周年を迎える上島町では、瀬戸
内しま博覧会「瀬戸内しまのわ2014」の開催と
ともに、空前のサイクリングブームが到来し、
多くのサイクリストで賑わっております。
　信号機が一つもない町内をノンストップで
走破するもよし、多島美を堪能しながら散走す
るもよし。思い思いのサイクリングの楽しみ方
を探求する旅に是非お立ち寄りください。

上島町﹁ゆめしま海道をレッツ！ サイクリング﹂

しまのわポーズ！



　平成26年₄月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 61 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
4
月
25
日
内
子
町

役
場
で
「
臨
時
総
会
」
及
び
「
平
成
26
年

度
第
1
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
全
9
町
長
が
出
席
し
、

次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

【
臨
時
総
会
】

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

議　

事

　

①　

認
定
第
1
号　

平
成
25
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

②	

認
定
第
2
号　

平
成
25
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

③　

議
案
第
1
号　

平
成
25
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
利
益
処
分

　
　

右
の
3
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

【
第
1
回
全
員
連
絡
会
】

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

愛
媛
県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡

事
項
に
つ
い
て

　
　

信
夫
県
市
町
振
興
課
長
か
ら

　
　

①　

県
・
市
町
連
携
に
つ
い
て

　
　

②　

行
革
甲
子
園
に
つ
い
て

　
　

③　

合
併
検
証
に
つ
い
て

　
　

④　

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の
平
成

27
年
度
完
全
実
施
に
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て

　
　

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

平
成
25
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
徳
島
県
当
番
に
よ

る
本
年
度
研
修
会
の
開
催
方
法
や
内

容
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

　

⑶　

平
成
26
年
度
町
等
公
平
事
務
委
託

費
の
負
担
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
負
担
金

総
額
は
2
7
7
千
円
で
あ
り
、
負
担

方
法
は
25
年
度
と
同
様
。

　
　
　

後
日
、
県
人
事
委
員
会
か
ら
依
頼

文
が
各
町
へ
直
接
、
送
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
適
宜
、
対
応
願
い

た
い
と
す
る
説
明
が
あ
り
、
一
同
了

承
し
た
。

　

⑷　

平
成
26
年
度
町
（
市
）
職
員
研
修

会
実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

 

内
子
町
で
開
催

臨
時
総
会
・
第
１
回
全
員
連
絡
会  

町
内
視
察
も
実
施
　

　

平
成
26
年
度
春
季
副
町
長
会
が
、
4
月

25
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
「
県
自
治
会
館

で
」
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
県
下

8
町
の
副
町
長
と
松
野
町
総
務
課
長
。

　

会
議
は
ま
ず
、
栗
田
代
表
幹
事
（
松
前

町
副
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
に

協
議
に
入
り
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

⑴　

県
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

・
定
住
自
立
圏
及
び
地
方
中
枢
拠
点
都

　
　

市
に
つ
い
て
（
県
地
域
振
興
課
）

　

・
市
町
支
援
担
当
職
員
制
度
及
び
市
町

サ
ポ
ー
ト
Ｂ
Ｂ
Ｓ
ほ
か
（
県
市
町
振

興
課
）

⑵　

各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

再
度
の
病
気
休
暇
に
つ
い
て
（
上

島
町
）

　

②　

市
町
村
合
併
の
検
証
に
つ
い
て

（
久
万
高
原
町
）

　

③　

交
通
災
害
共
済
事
業
に
つ
い
て

（
砥
部
町
）

　
　

前
記
3
題
に
つ
い
て
、
各
町
間
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

⑶　

協　

議

　

①
愛
媛
県
町
村
会

　

・
本
会
組
織
に
つ
い
て

　

・
町
会
報
え
ひ
め
に
つ
い
て

　

・
平
成
26
年
度
町
（
市
）
職
員
研
修
会

に
つ
い
て

　

•
各
町
に
お
け
る
伝
統
行
事
に
つ
い
て

　

②
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合

　

•
各
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

③
（
公
財
）
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　

•
各
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

　

り
、
一
同
了
承
し
た
。

⑷　

次
期
開
催
地
に
つ
い
て

　
　

次
回
は
上
島
町
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
実
施
計

画
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
一
同
、

了
承
し
た
。

　

⑸　

そ
の
他

　
　

①　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
副
連
合

長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

②　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

会
（
自
治
労
連
）
愛
媛
県
本
部
か

ら
の
要
請
書
に
つ
い
て

　
　

③　

国
外
の
先
進
自
治
体
視
察
研
修

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
右
3
点
に
つ
い
て

の
説
明
や
連
絡
が
あ
り
、
一
同
、
了

承
し
た
。

　
　

④　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開

催
に
つ
い
て

　
　
　
　

次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
正

副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

な
お
、
協
議
終
了
後
、「
㈱
昭
和
刷

子
」、「
㈱
丸
三
産
業
」及
び「
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
あ
る
ん
ぜ
」
を
視
察
し
た
。

春
季
副
町
長
会
を
開
催

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
伊
方
町
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
4
月
13
日
投
票
の
結
果
、

現
職
の
山
下
和
彦
氏
が
3
選
さ
れ
た
。

　

伊
方
町
長

　
　
　
山や

ま

　
下し

た

　
和か

ず

　
彦ひ

こ

　
氏
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◆
は
じ
め
に

　

政
府
は
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
国
、

地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字

化
し
、
そ
の
後
の
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
の
安
定
的
な
引
き
下
げ
を
目
指
す
の
は

大
変
い
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
消
費
税

を
は
じ
め
庶
民
負
担
の
増
税
は
必
要
最
小

限
に
と
ど
め
、
富
裕
層
に
多
め
の
負
担
を

お
願
い
す
る
よ
う
政
治
家
の
方
に
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
大
企
業
に
は
経
済
界
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
大
多
数

の
中
小
企
業
も
大
切
で
あ
り
、
国
や
地
方

の
活
性
化
に
活
躍
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
状
　
況

　

一
九
六
〇
～
一
九
七
〇
年
は
高
い
経
済

成
長
が
続
き
、
税
収
や
社
会
保
険
料
収
入

が
増
加
基
調
で
し
た
。
人
口
構
成
を
見
て

も
、
二
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の
人
口

が
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
約
₉
倍
で
し

た
。
そ
の
後
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
バ
ブ

ル
崩
壊
ま
で
経
済
は
引
き
続
き
高
い
成
長

率
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
構
成

は
二
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の
人
口
が

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
約
五
倍
に
ま
で

低
下
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
国
、
政
府
、

国
会
議
員
の
対
応
が
知
り
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
際
競
争
力
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
で
、
大
幅
な
規
制
緩
和
を

行
い
、大
企
業
は
海
外
に
進
出
し
て
い
き
、

国
内
は
空
洞
化
し
、
地
方
は
大
型
店
の
進

出
で
小
売
店
は
店
を
閉
め
、
商
店
街
は
シ

ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
実

で
あ
り
ま
す
。
家
族
が
住
ん
で
安
定
し
た

雇
用
が
あ
り
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

町
な
ら
少
子
化
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
二
十

一
世
紀
末
、
私
た
ち
の
住
む
砥
部
町
、
県
、

国
、
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

◆
こ
れ
か
ら

　

人
類
は
素
晴
ら
し
い
頭
脳
と
英
知
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
安
心
安
全
な

豊
か
な
社
会
が
つ
く
れ
る
の
か
、
い
さ
さ

か
疑
問
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
等
の

規
制
も
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
現
実
に
温
暖

化
は
進
み
、
年
々
最
高
気
温
は
上
が
り
続

け
、
異
常
気
象
が
起
こ
る
現
状
に
な
っ
て

い
ま
す
。
中
国
の
Ｐ
Ｍ
２
．５
、
原
子
力
発

電
の
汚
染
水
、
廃
棄
物
の
処
理
等
も
解
決

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
と
国
の
関
係
で

は
、
お
互
い
協
力
し
な
く
て
は
成
り
立
た

な
い
と
言
い
な
が
ら
戦
闘
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
で
あ
る
人
を
思
い
や
る
義

農
精
神
を
改
め
て
考
え
、
一
人
一
人
が
生

涯
勉
強
、
学
習
を
し
て
い
く
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

﹁
一
人
一
人
が
よ
く
考
え
て
み
る

　
　
　
　
　
　
地
域
の
将
来
像
﹂

 

砥
部
町
議
会
議
長　

　
岡
　
利
　
昌
　

随想随想随想

坂
村
真
民
記
念
館

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔平成26年 4 月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事　務　局　長 渡　部　明　忠 総括、議長会事務局長、振興協会常務理事、振興協会事務局長
総合事務組合事務局長

次　　　　　長 柏　原　　　準 事務局長補佐、総合事務組合次長、議長会次長

総　務　課	 課　　長 向　井　政　明 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、職員人事管理関係（町村会・議
長会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発
電関係）、過疎自立促進、人権協会、監査協関係に関すること。（会計
を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、物資斡旋、軽自動車税申
告書の取扱、ホームページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（一財）全国自治協会共済受
託事業（公有・生協　自動車事故処理関係含む）に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

	 　　　　課長補佐 岩　田　美　保

	 　　　　課長補佐 久　保　真　澄

　　　書　　記 丹　下　浩　明

	

会　計　課	（兼）	課　　長
会計管理者

振興協会出納役
田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。
	 　　　　課長補佐 重　松　美智子

事　業　課	 課　　長 清　川　　　敦
◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務
災害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）
◦文書発送会計に関すること。

	 　　　主　　任 中　井　貴　志

	 　　　主　　任 原　田　祐　子

	 　　　書　　記 新　岡　拓　也

お知らせお知らせ 市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長 担当係長

仙波 小倉
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 係長 係長 主任 主任 係長

主任 直946-0179

主任 主事
篠藤 幸原 吉岡 白石 増本

吉田

山﨑 岡田
（3186）

（3188）

（3187）

（3172） （3174）

（3177）

（3170）（3168）

（3194）

（3182）（3181） 主事 主任 主事

主任

主任 主事
大岩

主事

橘

主任

宮田

臨時

黒田古川 中田

烏谷

山本 平
（3173） （3169）

（3178）

（3183）（3184） 主事

主事

主任
片平

山内

西平

臨時

野本
（麻） （3185）

（3176）

（2891）
（3191）

FAX 912-2209 コピー機

課　長
信夫（しのぶ）

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

（行政係）

今　村
912-2212

係　長

（行政係）
伊賀上

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

佐々木
（3166）

912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所
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ふ
る
さ
と
夜
市

ゆ
げ
の
商
船
カ
レ
ー
発
表
記
念
！

　︻
日
本
全
国
ご
当
地
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
博
覧
会
︼

●
場
所
／
弓
削
島
（
弓
削
港
周
辺
）

●
実
施
時
期
／
8
月
2
日
（
博
覧
会
は
、8
月
2
～
3
日
）

上 島 町 【
概　

要
】

　

弓
削
港
周
辺
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
る
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。会
場
内
に
は
、町
内

各
島
か
ら
島
自
慢
の
地
元
特
産
品
等
を
販
売
す
る
露
店
が
軒
を
連
ね
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
太
鼓
演
奏
や
お
楽
し
み
抽
選
会
等
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
弓
削
港
内
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
迫
力
満
点
の
花
火
大
会
で
す
。
間
近
で

見
ら
れ
る
と
評
判
を
呼
び
、
帰
省
客
だ
け
で
な
く
、
こ
の
夜
市
に
合
わ
せ
て
訪
れ
る

観
光
客
も
多
く
、
年
々
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
2
0
1
4
」
の
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、日
本

全
国
ご
当
地
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
博
覧
会
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
昔
か
ら
多
く
の
船
員
を
輩
出
し
て

き
た
弓
削
島
に
、
国
立
弓
削
商
船
高
等
専
門
学

校
の
協
力
の
も
と
名
物
カ
レ
ー
が
誕
生
し
ま
す
。

町
の
伝
統
行
事

き
な
は
い
や
伊
方
ま
つ
り

●
場
所
／
伊
方
町
湊
浦

●
実
施
時
期
／
7
月
₂₇
日
㈰

伊 方 町 【
概　

要
】

　

行
事
の
概
要　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

地
元
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
き
な
は
い
や
市
場
や
子
ど
も
す
も
う
伊
方
場
所
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、
伊
方
踊
り
な
ど
数
多
く
の
催
し
の
他
、

イ
ベ
ン
ト
の
ラ
ス
ト
に
は
約
4
，0
0
0
発
の
花
火
で
締
め
く
く
り
ま
す
。



　平成26年₄月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 61 号　（6）　

森
の
国
の
夏
ま
つ
り

●
場
所
／
松
野
町
大
字
延
野
々

　
　
　
　
　
　
　
虹
の
森
公
園
・
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
周
辺

●
実
施
時
期
／
8
月
13
日
㈬

松 野 町 【
概　

要
】

　

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
「
森
の
国
の
夏
ま
つ
り
」
は
、先
祖
供
養
の
御
施
餓
鬼
に
は

じ
ま
り
、
伝
統
の
曲
目
を
中
心
に
盆
踊
り
大
会
、
松
野
町
が
誇
る
鬼
城
太
鼓
の
演
奏
、

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
な
ど
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
こ
の
日
は
、
松
野

町
の
人
口
が
倍
以
上
に
膨
ら
む
。

　

な
か
で
も
、
ま
つ
り
終
盤
の
花
火
大
会
は
、
ま
さ
に
目
の
前
に
拡
が
る
花
火
と
鬼

城
太
鼓
の
演
奏
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
、
日
本
一
の
花
火
大
会
（
自
称
）
で
あ
る
。

は
な
と
り
お
ど
り

●
場
所
／
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田
2
6
4
8
番
地
（
安
養
寺
）

●
実
施
時
期
／
旧
暦
7
月
11
日

愛 南 町 【
概　

要
】

　

南
予
の
一
部
と
土
佐
一
円
に
み
ら
れ
る
花
取
り
踊
り
は
、
修
験
道
の
山
伏
芸
能
の

ひ
と
つ
で
、
鉦か

ね

を
叩
く
行
為
や
歌
詞
か
ら
念
仏
踊
り
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

こ
の
増
田
地
区
の
は
な
と
り
お
ど
り
は
、
昭
和
40
年
４
月
２
日
に
愛
媛
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
芸
能
で
、
一
本
松
町
史
に
よ
る
と
、
起
源
は
元
亀
天
正
年
間

に
ま
で
遡
り
約
4
4
0
年
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
踊
り
に
は
３
つ
の
目
的
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
第
一
は
増
田
安
養
寺
に
祀
ら
れ

る
「
高
山
尊
神
」
の
供
養
、
第
二
は

ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
の
供
養
、
第

三
は
地
域
内
の
安
全
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
演
中
の
斎さ

い

払は
ら

い
は
本
山

派
︿
天
台
系
﹀
と
当
山
派
︿
真
言
系
﹀

の
争
い
を
表
し
、
青
竹
の
打
ち
合
い

は
土
佐
の
神
事
「
棒
打
ち
」
の
影
響

が
み
ら
れ
る
。

　

踊
り
に
用
い
ら
れ
る
刀
は
破
邪

の
剣
、
平
常
嫌
う
逆
さ
鎌
は
破
魔
除

災
を
表
し
て
い
る
。

　

旧
暦
の
７
月
11
日
に
安
養
寺
境

内
で
、
麻
の
藍
染
の
着
流
し
に
た
す

き
を
掛
け
、
八
十
八
部
の
帽
子
様
の

鉢
巻
で
踊
る
。
そ
の
際
は
、
７
日
間

の
水
垢
離
で
身
を
清
め
て
踊
る
の

が
習
わ
し
で
あ
る
。
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や
る
ぞ
う
！

　

今
、
新
緑
の
中
に
赤
・
白
色
の
つ
つ
じ
、

白
・
淡
紅
色
の
石
楠
花
が
映
え
、
綺
麗
で
あ

る
。

　

一
年
の
中
で
全
て
の
生
物
が
新
芽
の
殻

を
破
り
活
動
を
始
め
る
こ
の
四
月
季
は
、

何
故
か
新
鮮
に
感
じ
る
。
新
社
会
人
、
新
学

期
の
学
生
・
生
徒
と
も
に
言
葉
に
変
換
す

る
と
『
や
る
ぞ
う
！
』
と
云
う
意
気
込
み
が

満
ち
満
ち
て
い
る
よ
う
で
、
兎
に
角
、
自
然

界
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
影
響
は
大
き

い
。

　

い
ろ
ん
な
前
向
き
な
意
味
を
込
め
た
ス

タ
ー
ト
の
こ
の
月
に
、
隣
国
の
旅
客
船
沈

没
事
故
は
悲
し
く
悲
惨
で
あ
る
。
船
体
の

極
度
の
傾
き
に
よ
っ
て
平
衡
感
覚
を
失
い

そ
う
な
自
身
の
体
形
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

両
親
等
へ
の
携
帯
に
よ
る
動
画
・
伝
言
様

子
は
、
誰
し
も
心
を
痛
め
ず
に
い
ら
れ
な

い
。
目
前
の
死
を
予
感
し
つ
つ
逼
迫
し
た

物
言
い
で
な
い
船
室
内
の
生
徒
達
の
会
話

…
。そ
の
背
後
に
流
れ
る
『
そ
の
場
を
動
か

ず
、
そ
の
ま
ま
待
機
し
て
下
さ
い
…
。』
船

内
放
送
が
、
船
長
の
早
々
な
退
船
と
と
も

に
人
災
の
深
さ
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て
い

る
。
過
積
載
、
フ
ェ
リ
ー
の
必
須
条
件
で
も

あ
る
車
両
等
積
載
荷
物
の
固
定
の
い
い
加

減
さ
。
営
利
と
人
間
失
格
の
関
係
者
の
た

め
に
若
い
多
く
の
生
命
が
犠
牲
に
な
っ
た

と
な
れ
ば
、
親
の
悔
し
さ
は
言
い
が
た
い

し
、
不
幸
な
事
で
あ
る
。
ご
冥
福
と
と
も
に

隣
人
と
し
て
対
岸
の
火
事
に
し
て
は
な
ら

な
い
…
。

　

さ
て
、
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
現
下
で

あ
る
が
、
本
年
度
国
の
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
出
で
特
別
会
計
か
ら
一
部
繰
り
入
れ
が

あ
り
、
95
兆
8
8
2
3
億
円
。
税
収
入
は
歳

出
の
半
分
に
も
至
ら
な
い
た
め
、
新
規
国

債
発
行
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
情
。

　

国
の
借
金
は
、基
礎
的
財
政
収
支
（
税
収

等
で
政
策
全
般
の
経
費
を
ど
れ
だ
け
賄
え

る
か
を
示
す
。）
を
6
年
後
に
黒
字
し
た
場

合
で
も
46
年
後
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
4
倍
に
な

る
（
財
政
制
度
等
審
議
会
は
、4
月
28
日
の

分
科
会
で
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
財
政
長

期
試
算
を
公
表
）
と
の
こ
と
。
次
世
代
へ

借
金
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
始

末
へ
実
践
す
べ
き
で
、
し
か
も
出
来
る
は

ず
。
特
別
会
計
も
合
わ
せ
、
徹
底
し
た
倫
理

観
の
あ
る
歳
出
精
査
が
一
層
必
要
で
あ
ろ

う
。
勿
論
、
危
機
管
理
対
策
を
優
先
し
、
合

わ
せ
て
生
産
性
の
上
が
る
分
野
へ
の
投
資
、

経
済
進
展
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
国
内
が
一
体
と
な
っ
て
『
や
る
ぞ

う
！
』
の
意
気
込
み
が
大
事
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の
日
米

協
議
は
、日
本
の
「
聖
域
」
農
産
物
重
要
5

項
目
の
う
ち
難
し
い
が
、「
基
本
合
意
」
は

さ
れ
た
ら
し
い
と
仄
聞
さ
れ
る
。
日
豪
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
合
意
へ
進
む
、Ｅ
Ｕ
と
は
来
年

度
の
勝
負
で
あ
る
。
最
終
の
成
果
は
、
地

球
人
口
と
食
糧
生
産
量
と
の
算
式
に
あ
り
、

国
民
の
生
命
に
関
わ
る
“
食
糧
の
確
保
に

あ
る
事
”
を
関
係
者
は
忘
却
し
て
は
な
ら

な
い
一
言
に
尽
き
る
。　
　
　
　
　
　

�

（
Ｔ
）

　
「
人
間
が
自
己
の
敵
対
者
の
長
所
を
認

め
る
と
き
以
上
に
大
き
な
利
益
は
め
っ

た
に
な
い
。
こ
の
こ
と
が
彼
に
、
敵
対
者

に
対
す
る
明
確
な
優
越
を
与
え
る
」

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

4
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い

手
育
成
公
社
第
5
回
理
事
会

▽
4
日
＝
第
2
回
農
地
制
度
の
あ
り
方
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
合

▽
9
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議

▽
10
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
及
び
事
務
局
長
研
修
会

▽
11
日
＝
平
成
26
年
度
第
1
回
会
館
管
理

組
合
事
務
打
合
会

▽
12
日
＝
桜
を
見
る
会

▽
16
日
＝（
一
般
）町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
連
合
会
職
員
研
究
会
、
全
国
町
村
議

会
全
国
町
村
議
長
会
第
37
回
都
道
府
県

職
員
研
究
会（
17
日
ま
で
）、
自
治
労
連

春
の
要
望

▽
17
日
＝
愛
媛
県
人
権
教
育
協
議
会
幹
事

会
▽
18
日
＝
宝
く
じ
業
者
説
明

▽
21
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
会
計
監
査
、
平

成
26
年
度
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
事
務
説
明
会

▽
22
日
＝
平
成
26
年
度
全
国
簡
易
水
道
協

議
会
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▽
23
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
、
同

理
事
会
、都
道
府
県
町
村
会
長
会
、全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会
、
全

国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
第
31
回
ふ
る

さ
と
振
興
賞
顕
彰
式
・
祝
賀
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
4
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議
、
平
成
26
年
度
春
季
副

町
長
会

▽
30
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
臨
時
総
会
、
同

平
成
26
年
度
第
1
回
全
員
連
絡
会
、
内

外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇
談
会

編
集
後
記

　

と
き
お
り
上
京
の
機
会
が
あ
り
、
そ
の

と
き
に
思
う
こ
と
は
、
実
に
情
緒
豊
か
な

地
名
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
く
に

上
野
あ
た
り
を
歩
い
て
み
る
と
実
に
多
彩

で
、日
暮
れ
の
里
と
書
く
日
暮
里
と
か
、鶯

谷
や
不
忍
な
ど
な
ど
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
見
て
み
る
と
、
個
人

的
な
好
み
に
な
り
ま
す
が
、
岩
手
県
北
上

市
な
ん
て
「
き
た
か
み
」
と
い
う
響
き
に

余
韻
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
と
、
愛

知
県
の
知
多
半
島
。「
多
く
を
知
る
」な
ん

て
、「
う
～
ん
」
と
唸
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
最
上
川
と
か
千
曲
川
と
か
も
字
面

や
聞
き
心
地
が
好
き
で
す
。

　

由
来
を
知
ら
な
い
の
で
、よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、こ
う
し
た
名
前
は
誰
が
ど
の
よ
う

に
つ
け
た
ん
で
し
ょ
う
。
不
思
議
で
す
。

◇

　

一
面
に
黄
金
色
の
麦
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
か
の
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
「
実

る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
が
管
理
職
な
ら
、

踏
ま
れ
て
も
天
に
向
か
っ
て
ツ
ン
ツ
ン
と

穂
を
突
き
出
す
麦
は
新
入
社
員
の
趣
」
と

書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
上
手
い
こ
と
を

書
く
も
の
よ
と
感
心
し
な
が
ら
、
人
生
も

た
そ
が
れ
に
さ
し
か
か
っ
た
我
が
身
を
顧

み
、
齢
を
重
ね
る
の
も
、
ま
ん
ざ
ら
悪
く

は
な
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
あ
っ
、
断
っ
て
お
き
ま
す
が
負
け

惜
し
み
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
ね
。

◇

　

飲
み
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

先
日
の
人
間
ド
ッ
ク
で
の
肝
臓
の
値
は
問

題
な
し
で
し
た
。
有
り
難
い
な
ぁ
。

　

フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
と
い
う
「
マ
イ

ウ
エ
イ
」
を
カ
バ
ー
し
た
米
人
歌
手
が
こ

う
言
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
ア
ル
コ
ー
ル

は
人
間
に
と
っ
て
最
悪
の
敵
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
聖
書
に
は
敵
を
愛
せ
よ
と

書
い
て
あ
る
」。

　

酒
仙
は
、
こ
う
で
な
く
て
は
い
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。
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本年度は、約15％（注）の割引となります。　（注）団体割引30％、過去の損害率による割増35％、大口割引10％を乗算しています。
事務運営費は本制度の運営に必要な費用（様式のとりまとめ、掛金の集金等）に充当しています。

。すましい払支おを金険保らか方両の険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷、合場の」故事通交「、でのなンラプたれさトッセが険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷※

保険金額と掛金（保険料＋事務運営費）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

新規・中途加入者の掛金（保険料＋事務運営費）

7月1日
8月1日
9月1日
10月1日
11月1日
12月1日

22,000円（保険料20,000円）
20,200円（保険料18,330円）
18,400円（保険料16,680円）
16,500円（保険料15,010円）
14,700円（保険料13,320円）
12,900円（保険料11,680円）

35,000円（保険料33,000円）
32,100円（保険料30,240円）
29,200円（保険料27,510円）
26,300円（保険料24,760円）
23,400円（保険料22,000円）
20,500円（保険料19,260円）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

1月1日
2月1日
3月1日
4月1日
5月1日
6月1日

11,000円（保険料10,000円）
9,200円（保険料 8,330円）

7,400円（保険料 6,680円）

5,500円（保険料 5,010円）

3,700円（保険料 3,320円）

1,900円（保険料 1,680円）

17,500円（保険料16,510円）
14,600円（保険料13,750円）
11,700円（保険料11,000円）
8,800円（保険料 8,270円）

5,900円（保険料 5,490円）

3,000円（保険料 2,770円）

人
個

任
責
償
賠

自転車で他人にぶつかり
ケガをさせた

飼い犬が他人に噛みついて
ケガをさせた

同居のこども・孫が
他人のものを破損した

買い物中に誤って
商品をこわした

補償の対象となる場合（例えば次のような事故によりケガをした場合、補償の対象となります。）

全国町村議会議員互助会（保険契約者） 〒102-0082　東京都千代田区一番町25　全国町村議員会館　電話 03-3264-8172

SJ14-00041  2014年4月9日作成

●本保険制度は、株式会社損害保険ジャパンを幹事保険会社とする損害保険会社4社の共同引受であり、幹事保険会社が他の保険会社の代理・代行を行います。引受保険会社
は、各々の引受割合に応じて連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。引受保険会社と引受割合については、取扱代理店までお問い合わせください。

●ご契約者以外に対象となる方（被保険者）がいらっしゃる場合には、その方にもパンフレットに記載した内容をお伝えください。
この広告は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン営業店までお問い合わせください。
◎取扱代理店　株式会社まちむら　〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館　電話 03-3264-6830
◎幹事引受保険会社　株式会社損害保険ジャパン　団体・公務開発部第三課　〒100-8965　東京都千代田区霞が関3-7-3　電話 03-3593-6455

制 度 の 特 長

◎ご加入のお申込みは◎
町村議会事務局まで

●町村議会議員の皆さまがご加入いただ
ける制度です。
●議会議員を退職後も、継続してご加入
いただけます。（掛金のお支払いは口座
振替となります。）
●公務中のケガから日常生活のケガま
で、国内・国外を問わず24時間補償
します。
●地震によるケガも補償します。
●加入の際、医師の診査などは不要で、
年齢に関係なくご加入いただけます。

全国町村議会議員 団体補償制度
●保険期間　毎年7月1日午後4時から1年間（随時加入できます。）
●加入資格　全国の町村議会議員等、議会事務局職員、系統町村議会議長会職員

（傷害総合保険）

（注）本人型と夫婦型は、重複して加入できません。 （保険期間 平成26年7月1日から1年間 職種級別Ａ級）年払の場合
天災危険補償特約、後遺障害等級限定補償特約、手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット

補償内容

個人が日常の生活で、他人の身体、財物を
害し、法律上の賠償責任を負担した場合
（除く自動車事故、猟銃事故など）

交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ

加入タイプ
ケガの補償の対象者

保険料
事務運営費

掛金（保険料＋事務運営費）

死亡
後遺障害

入院

手術

通院

ケガ

個人
賠償
責任

ケガの保険

保険金額 保険金額

加入者（議員・退職議員）本人

本人型
加入者（議員・
退職議員）本人

夫婦型

配偶者

1,655万円
900万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

1,655万円
900万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

最高 5,000万円
（自己負担額 なし）

最高 5,000万円
（自己負担額 なし）

20,000円 33,000円

1,080万円
500万円

日額8,000円
日額4,000円

日額2,500円
日額1,500円

2,000円 2,000円

22,000円 35,000円

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

損保ジャパンと日本興亜損保は、関係当局の認可等を前提として、2014年9月1日に合併し、「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」になります。

ガ

ケ
演説中・公務中の事故 車での移動中の事故 飛行機搭乗中の事故 スポーツ中の事故

包丁で指を切った ドアにぶつかりケガをした 階段で転んでケガをした

夫婦型の
ご加入を
おすすめ
いたします

加入者
（議員）
ご本人

（　　　　）夫婦型に
ご加入の場合

配偶者

および


